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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第143期

第３四半期連結
累計期間

第144期
第３四半期連結
累計期間

第143期

会計期間

自  平成25年
    ４月１日
至  平成25年
    12月31日

自 平成26年
   ４月１日
至 平成26年
   12月31日

自 平成25年
   ４月１日
至 平成26年
   ３月31日

売上高 (百万円) 387,013 404,183 560,462

経常利益 (百万円) 6,525 15,006 17,053

四半期(当期)純利益 (百万円) 4,172 10,480 11,241

四半期包括利益又は
包括利益

(百万円) 20,600 28,306 21,238

純資産額 (百万円) 252,134 268,248 245,890

総資産額 (百万円) 522,140 540,370 509,760

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 7.65 19.22 20.61

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 48.3 49.6 48.2
 

 

回次
第143期

第３四半期連結
会計期間

第144期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自  平成25年
    10月１日
至  平成25年
    12月31日

自 平成26年
   10月１日
至 平成26年
   12月31日

１株当たり四半期純利益
又は四半期純損失(△)

  (円) 1.65 △2.69
 

(注)１  売上高には、消費税等は含まれていない。

    ２  潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載していない。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容について、重要な

変更はない。

　また、主要な関係会社についても異動はない。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業等のリスクについて、重要な変更はない。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第３四半期連結会計期間末のお客さま数は237万8千件、前年同四半期末に比べ0.9％の増加となった。当第３四

半期連結累計期間のガス販売量は合計で27億7千万m
3
、前年同期比0.9％減少した。用途別では、家庭用は前年同期

比0.8％増加した。業務用は0.5％減少した。他ガス事業者向けの卸供給は8.0％減少した。ＬＰＧ販売量は1.4％増

加した。

 当第３四半期連結累計期間の売上高は、前年同期比171億7千万円増加し、4,041億8千3百万円となった。売上原価

は、原材料費の増加により前年同期比95億7百万円増加し、2,948億1千5百万円となった。この結果、経常利益は原

料費調整制度による差損が減少したことから、前年同期比84億8千1百万円増加し、150億6百万円となった。四半期

純利益は、前年同期比63億8百万円増加し、104億8千万円となった。

 

  セグメントの業績を示すと、次のとおりである。

 

①ガス

お客さま数は、前年同期比0.9％増の237万8千件、ガス販売量は前年同期比0.9％減の27億7千万m
3
となった。売

上高は、前年同期比144億9千5百万円増の3,060億3千3百万円となった。セグメント利益は、原料費調整制度によ

る差損が減少したことから、前年同期比74億2千3百万円増の126億8千7百万円となった。

 

②工事及び器具

売上高は前年同期比9億2千1百万円減の245億9百万円となった。セグメント利益は前年同期比2億8千7百万円増

の1億5千1百万円となった。

 

③ＬＰＧ・その他エネルギー

ＬＰＧ販売量は、前年同期比1.4％増の29万9千トンとなった。売上高は前年同期比19億4千万円増の597億1千4

百万円となった。セグメント損益は前年同期比2億1千2百万円改善し、4億2千1百万円の損失となった。

 

④その他

売上高は前年同期比14億1千4百万円増の245億8千1百万円となった。セグメント利益は前年同期比4億6千万円増

の11億2千4百万円となった。

 

(2) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における当社グループの研究開発費は、12億8千9百万円である。

 

（注） １  本書面でのガス販売量は、すべて１m
3
当たり46.04655メガジュール（11,000キロカロリー）換算で表示し

ている。

  ２  本書面に記載の売上高、仕入高等の金額には、消費税等は含まれていない。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 805,998,157

計 805,998,157
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 545,966,429 545,966,429

東京証券取引所
（市場第一部）
名古屋証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は1,000株である。

計 545,966,429 545,966,429 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項なし。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項なし。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項なし。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成26年10月１日～
平成26年12月31日

― 545,966,429 ― 33,072 ― 8,027
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はない。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成26年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
　（自己保有株式）
普通株式      703,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式  541,305,000 541,305 ―

単元未満株式 普通株式    3,958,429 ― ―

発行済株式総数 545,966,429 ― ―

総株主の議決権 ― 541,305 ―
 

 

② 【自己株式等】

    平成26年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

（自己保有株式）      

  東邦瓦斯株式会社
名古屋市熱田区
桜田町19番18号

703,000 ― 703,000 0.12

計 ― 703,000 ― 703,000 0.12
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はない。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)及び「ガス事業会計規則」(昭和29年通商産業省令第15号)に準拠して作成している。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けている。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部   

 固定資産   

  有形固定資産   

   製造設備 69,473 68,479

   供給設備 155,595 149,417

   業務設備 27,863 26,102

   その他の設備 28,846 28,595

   建設仮勘定 20,634 26,482

   有形固定資産合計 302,413 299,078

  無形固定資産   

   その他 4,540 5,059

   無形固定資産合計 4,540 5,059

  投資その他の資産   

   投資有価証券 66,220 73,674

   その他 18,473 14,716

   貸倒引当金 △109 △110

   投資その他の資産合計 84,583 88,281

  固定資産合計 391,537 392,419

 流動資産   

  現金及び預金 15,328 13,808

  受取手形及び売掛金 ※２  63,813 ※２  63,935

  たな卸資産 22,560 41,663

  その他 16,830 28,809

  貸倒引当金 △310 △266

  流動資産合計 118,222 147,951

 資産合計 509,760 540,370
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

負債の部   

 固定負債   

  社債 89,994 89,994

  長期借入金 27,239 26,408

  ガスホルダー修繕引当金 1,212 1,290

  保安対策引当金 8,894 7,018

  退職給付に係る負債 29,719 25,492

  その他 8,146 8,015

  固定負債合計 165,207 158,220

 流動負債   

  1年以内に期限到来の固定負債 22,275 17,942

  支払手形及び買掛金 19,836 48,178

  短期借入金 24,070 13,990

  未払法人税等 5,465 4,585

  その他 27,013 29,205

  流動負債合計 98,662 113,900

 負債合計 263,869 272,121

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 33,072 33,072

  資本剰余金 8,387 8,387

  利益剰余金 175,387 179,949

  自己株式 △324 △353

  株主資本合計 216,523 221,056

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 29,578 34,862

  繰延ヘッジ損益 4,772 13,406

  為替換算調整勘定 1,530 1,716

  退職給付に係る調整累計額 △6,514 △2,794

  その他の包括利益累計額合計 29,366 47,192

 純資産合計 245,890 268,248

負債純資産合計 509,760 540,370
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 387,013 404,183

売上原価 285,308 294,815

売上総利益 101,705 109,368

供給販売費及び一般管理費 95,623 94,889

営業利益 6,081 14,478

営業外収益   

 受取利息 13 14

 受取配当金 1,247 1,325

 受取賃貸料 406 465

 雑収入 550 341

 営業外収益合計 2,218 2,146

営業外費用   

 支払利息 1,305 1,270

 雑支出 469 348

 営業外費用合計 1,774 1,618

経常利益 6,525 15,006

税金等調整前四半期純利益 6,525 15,006

法人税等 2,352 4,526

少数株主損益調整前四半期純利益 4,172 10,480

四半期純利益 4,172 10,480
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 4,172 10,480

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 8,372 5,284

 繰延ヘッジ損益 7,333 8,634

 為替換算調整勘定 722 186

 退職給付に係る調整額 － 3,720

 その他の包括利益合計 16,427 17,825

四半期包括利益 20,600 28,306

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 20,600 28,306

 少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

　(会計方針の変更)
 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）及
び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付適用
指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて第１
四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を
期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似した年
数にもとづく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を
使用する方法へ変更した。
　退職給付見込額の期間帰属方法の変更に係る影響は、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、
当第３四半期連結累計期間の期首において利益剰余金に加減し、割引率の決定方法の変更に係る影響は、その他の包
括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に加減している。
　この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が3,118百万円減少し、利益剰余金が1,010百万
円減少、その他の包括利益累計額が3,181百万円増加している。また、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利
益及び税金等調整前四半期純利益への影響は軽微である。
 

 

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

項目
当第３四半期連結累計期間

(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

税金費用の計算
 

  税金費用については、税金等調整前四半期純利益に当連結会計年度の見積実効税
率を乗じて計算している。

 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

  １ 偶発債務

(1) 連結会社以外の会社の金融機関からの借入金等に対する債務保証額は、次のとおりである。

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

Ichthys LNG Pty Ltd 　　　5,196百万円 　　　8,264百万円
 

 

  (2) 従業員の金融機関からの住宅融資金に対する債務保証額は、次のとおりである。

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

　　　500百万円 　　　408百万円
 

 

※２ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理している。

なお、当第３四半期連結会計期間の末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が

四半期連結会計期間末残高に含まれている。

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

受取手形    　　　1百万円    　　　223百万円
 

 

 

(四半期連結損益計算書関係)

前第３四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自平成

26年４月１日 至平成26年12月31日）

 

都市ガス事業においては、事業の性質上気温等の影響により、業績に季節的変動がある。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していない。なお、第３四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりである。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

減価償却費 26,436百万円 25,413百万円
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１  配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成25年６月25日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 2,454 4.5 平成25年３月31日 平成25年６月26日

平成25年10月30日
取締役会

普通株式 利益剰余金 2,454 4.5 平成25年９月30日 平成25年11月29日
 

 

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

      該当事項なし。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１  配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成26年６月25日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 2,453 4.5 平成26年３月31日 平成26年６月26日

平成26年10月28日
取締役会

普通株式 利益剰余金 2,453 4.5 平成26年９月30日 平成26年11月28日
 

 

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

      該当事項なし。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

  報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）  

ガス
工事及び
器具

ＬＰＧ・
その他
エネルギー

計

 売上高         

   外部顧客への売上高 291,469 23,948 57,104 372,522 14,491 387,013 - 387,013

 

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

69 1,482 669 2,221 8,676 10,897 △10,897 -

 計 291,538 25,431 57,773 374,743 23,167 397,911 △10,897 387,013

 
セグメント利益又は損失
（△）

5,263 △135 △633 4,495 664 5,159 922 6,081
 

（注）１  「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ＬＮＧ受託加工、不動産の管

理・賃貸、プラント・設備の設計施工、総合ユーティリティサービス事業、住宅設備機器の販売、情報処

理、リース等を含んでいる。

２  セグメント利益又は損失の調整額922百万円は、セグメント間取引消去額である。

３  セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

 

 

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

  報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）  

ガス
工事及び
器具

ＬＰＧ・
その他
エネルギー

計

 売上高         

   外部顧客への売上高 305,961 23,064 59,214 388,240 15,943 404,183 - 404,183

 

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

71 1,445 500 2,017 8,638 10,655 △10,655 -

 計 306,033 24,509 59,714 390,257 24,581 414,839 △10,655 404,183

 
セグメント利益又は損失
（△）

12,687 151 △421 12,417 1,124 13,542 936 14,478
 

（注）１  「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ＬＮＧ受託加工、不動産の管

理・賃貸、プラント・設備の設計施工、総合ユーティリティサービス事業、住宅設備機器の販売、情報処

理、リース等を含んでいる。

２ セグメント利益又は損失の調整額936百万円は、セグメント間取引消去額である。

３  セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

 １株当たり四半期純利益 7円65銭 19円22銭

 (算定上の基礎)   

 四半期純利益(百万円) 4,172 10,480

 普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

 普通株式に係る四半期純利益
 (百万円)

4,172 10,480

 普通株式の期中平均株式数(株) 545,430,912 545,287,887
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載していない。

 

(重要な後発事象)

該当事項なし。

 

 

２ 【その他】

 第144期の中間配当

   平成26年10月28日開催の取締役会において、次のとおり決議した。

  中間配当金総額 2,453百万円

  １株当たり中間配当額 4円50銭

  支払請求権の効力発生日
  並びに支払開始日

平成26年11月28日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項なし。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年２月12日

東 邦 瓦 斯 株 式 会 社

取 締 役 会  御 中

 

                                有限責任 あずさ監査法人

 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士    柏    木    勝    広    ㊞
 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士    岡    野    英    生    ㊞
 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士    岩    田    国    良    ㊞
 

  
 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東邦瓦斯株式会

社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日から平

成26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

  当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

  四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

  当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東邦瓦斯株式会社及び連結子会社の平成26年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

 
 

(注) １. 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２. XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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